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１ 台風に備える
(1) 強風で飛ばされそうなものが屋外にないか確認しましょう。

ベランダやバルコニーの植木鉢や物干し竿等は、飛ばされる可能性があり

ます。風の影響を受けにくい場所に置いたり、固定するなどしましょう。

(2) 雨戸を閉めましょう。

飛来物が当たって窓が破損する場合もあります。可能な限り雨戸を閉めてお

きましょう。雨戸がない場合は、万が一の時もガラスが飛散しない工夫を。

(3) 安全な場所に早目に避難しましょう。

崖崩れや洪水が予想される地域にお住まいの方は早目に避難しましょう。

避難する際は、非常持ち出し品を忘れずに持参しましょう。

２ 避難するときに留意すること
(1) 動きやすい服装で避難しましょう。

靴は運動靴で、ヘルメット又は帽子をかぶって避難しましょう。

(2) 家族にメモを残しましょう。

家から避難する場合には、避難場所を記したメモを置いておきましょう。

(3) 近所の方に声かけをしましょう。

高齢の方や小さいお子さんには特に気がけてください。

(4) 徒歩で避難しましょう。

細い道や崖・川沿いなどの場所を通らないようにしましょう。

３ 平素からの心構え
(1) 非常持ち出し品を備える

非常持ち出し品は、両手の自由が利くリュック

サックタイプが良いでしょう。

・ 食料品、衣類（３日分程度）

・ 医療用品、ラジオ等の防災用品

・ 照明器具

などを入れておきましょう。

(2) 自治体等が発行するハザードマップを確認しておきましょう。

※ 志佐川洪水ハザードマップは松浦市のホームページから閲覧できます。

(3) 家族と非常時の連絡方法、避難場所等の意思統一をしておきましょう。


